
𠮷
川

経
団
連
で
は
、
一
九
九
七
年
に
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
自
主
行
動
計
画
を
策
定

し
て
以
来
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

の
取
り
組
み
を
主
体
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
自
主
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
（
注
１
）
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
お
り
、
当
初
の
目
標
を
前
倒
し

で
達
成
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
〔
図
１
参
照
〕。

産
業
界
と
し
て
は
、
今
後
も
着
実
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
現
行
の
環
境
技
術
・
法

制
度
の
も
と
で
は
、
最
終
処
分
量
の
こ
れ
以
上
の

削
減
は
限
界
に
近
付
い
て
い
る
、
と
い
う
業
種
も

多
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
日
は
、
循
環
型
社
会
を
深
化
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を

克
服
す
る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

初
に
、
井
手
副
議
長
か
ら
、
循
環
型
社
会
構
築
に

向
け
た
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
セ

メ
ン
ト
業
界
は
循
環
型
社
会
の
構
築
に
対
し
て
、

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
り
も

ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
３
Ｒ
に
関
す
る
産
業
界
の

主
体
的
な
取
り
組
み

井
手

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
多
く
の
素
材
や
材

料
を
国
内
外
の
社
会
に
供
給
す
る
と
同
時
に
、
廃

棄
物
や
使
用
済
み
製
品
を
回
収
し
、
日
本
全
国
の

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
素
材

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
廃
棄
物
の
量
と
天

然
資
源
の
使
用
量
を
削
減
し
、
循
環
型
社
会
の
構

築
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
社
の
企
業
理

念
「
人
と
社
会
と
地
球
の
た
め
に
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
製
錬
と
セ
メ
ン
ト
設

備
の
プ
ロ
セ
ス
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
た
「
製

錬
・
セ
メ
ン
ト
資
源
化
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
で
す
〔
図
２
参
照
〕。

こ
れ
は
、「
三
菱
連
続
製
銅
法
」
と
呼
ば
れ
る
画

期
的
な
連
続
プ
ロ
セ
ス
を
有
す
る
非
鉄
の
製
錬
所

と
、
一
四
五
〇
度
を
超
え
る
超
高
温
の
焼
成
炉
を

持
つ
セ
メ
ン
ト
工
場
を
併
せ
持
つ
、
日
本
で
唯
一

の
企
業
体
で
あ
る
か
ら
実
現
で
き
た
も
の
で
す
。

よしかわ ひろかず
𠮷川廣和
環境安全委員会廃棄物・リサ
イクル部会長／DOWAホー
ルディングス相談役

いで あきひこ
井手明彦
審議員会副議長
資源エネルギー対策委員長
三菱マテリアル会長

たなか まさる
田中 勝
鳥取環境大学環境マネジメント
学科特任教授

すみかわ まさはる
住川雅晴
産業競争力懇談会（COCN）
実行委員長

座談会

循
環
型
社
会
の
深
化
に
向
け
て

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル（
３
Ｒ
）の
徹
底
や
累
次
の
法
規
制
強
化
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
撲
滅
や
最
終
処
分
場
逼
迫
へ
の
対
応

と
い
っ
た
課
題
は
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
経
団
連
は
、「
二
〇
一
五
年
度
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量
を
二
〇
〇
〇
年
度
実
績
の
六
五
％
程
度

減
」
と
い
う
目
標
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
３
Ｒ
の
推
進
に
努
め
る
が
、
適
正
処
理
を
確
保
し
な
が
ら
、
廃
棄
物
等
の
収

集
、
再
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
高
付
加
価
値
製
品
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
。
資
源
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
循
環
型
社
会
の
さ

ら
な
る
深
化
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

（注１）最新のフォローアップ結果はhttp://www.keidanren.or.jp/policy/2012/019.html
を参照 82012・92012・9
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具
体
的
に
は
、
非
鉄
製
錬
所
と
セ

メ
ン
ト
工
場
が
協
業
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
発
生
す
る

ス
ラ
グ
・
石
こ
う
な
ど
の
副
産
物
を
、

互
い
に
原
材
料
と
し
て
有
効
活
用
し
、

最
終
処
分
場
を
必
要
と
し
な
い
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例

え
ば
、
石
炭
火
力
発
電
所
で
発
生
す

る
石
炭
灰
、
各
地
の
焼
却
施
設
で
発

生
す
る
焼
却
灰
、
下
水
道
処
理
施
設

で
発
生
す
る
下
水
汚
泥
、
廃
タ
イ

ヤ
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
を
原
材
料

あ
る
い
は
燃
料
と
し
て
有
効
利
用
し

て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
で
す
が
、
例
え
ば
、
セ

メ
ン
ト
業
界
全
体
で
は
、
主
要
な
製

品
で
あ
る
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
（
注
２
）

の
生
産
で
仮
定
す
る
と
、
原
料
の
代

替
と
し
て
、
年
間
、
粘
土
で
は
約
一

〇
〇
〇
万
ｔ
、
鉄
の
原
料
で
は
一
六

〇
万
ｔ
、
け
い
石
で
は
一
二
〇
万
ｔ
、

石
こ
う
で
は
一
六
〇
万
ｔ
を
節
約
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
燃
料
代
替
と

し
て
は
、
石
炭
八
〇
万
ｔ
以
上
を
節
約
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
非
鉄
金
属
製
錬
に
お
い
て
も
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
の
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
、
瀬
戸
内
海
に
あ
る
直
島
製
錬
所
で
は
、
有
価

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を
導
入
し
、
自
動
車
の
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
廃
家
電
製
品
の
基
板
な
ど

を
、
前
処
理
し
た
後
、
三
菱
連
続
製
銅
プ
ロ
セ
ス

に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
価
金
属
を
回
収

し
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
最
終
処
分
場
へ
回
さ
れ
る
廃

棄
物
の
量
が
削
減
さ
れ
、
処
分
場
の
延
命
、
天
然

資
源
の
原
料
・
燃
料
と
し
て
の
節
約
、
さ
ら
に
は

社
会
全
体
か
ら
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
的
削
減
な

ど
に
貢
献
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
社
会
を
支
え
る

産
業
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

𠮷
川

産
業
競
争
力
懇
談
会（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）

（
注
３
）

で
は
、

設
計
、
生
産
、
回
収
、
解
体
・
分
別
、
再
生
な
ど

の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、「
高
度
リ
サ
イ
ク
ル
型

の
生
産
技
術
基
盤
」
を
確
立
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
提
言
等
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
住
川
実
行
委
員
長
に

お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
川

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
は
、
二
〇
〇
六
年
に
発
足
し
た

団
体
で
す
。
現
在
は
三
九
の
企
業
と
大
学
・
独
立

法
人
研
究
機
関
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
民
間
企
業
は
三
四
社
で
、
素
材
か
ら
、
電
機
、

機
械
、
情
報
、
建
設
、
化
学
、
薬
品
な
ど
、
幅
広

い
産
業
か
ら
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
日
本
の
持
続
的
な
発
展
の
基
礎

で
あ
る
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
そ
れ

に
か
か
わ
る
科
学
技
術
政
策
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
に
つ
い
て
の
提
案
・
提
言
で
、
経
団
連
と
も
、

ベ
ク
ト
ル
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
各
社
の
専
門
技

術
者
、
大
学
・
研
究
所
の
研
究
者
と
い
っ
た
メ
ン

バ
ー
を
有
し
て
お
り
、
特
に
技
術
的
な
面
で
の
検

討
を
加
え
て
、
よ
り
具
体
的
な
提
言
を
政
府
・
行

政
に
向
け
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
六
年
間
、
延
べ
四
八
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
研
究
会
を
設
け
て
、

具
体
的
に
検
討
し
て
お
り
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ

る
３
Ｒ
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
ま
ず
、
二
〇

〇
七
年
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
生
産
技
術
基
盤
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
物
質
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

広
く
産
業
界
全
体
を
対
象
と
し
、「
循
環
型
も
の

づ
く
り
に
必
要
な
基
盤
技
術
は
何
か
」
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
循
環
型
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
課
題
を
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

い
う
観
点
か
ら
、
資
源
・
環
境
・
産
業
・
社
会
基

盤
の
四
つ
の
分
野
に
お
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
資
源
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、

資
源
の
再
利
用
に
よ
っ
て
国
内
循
環
を
守
り
、
資

源
の
海
外
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
、
環
境
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
資
源
循
環
の
な
か

で
の
副
産
物
が
、
国
内
外
で
環
境
阻
害
を
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
テ
ー
マ

を
絞
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
、
プ
リ
ン

ト
基
板
か
ら
の
貴
金
属
の
回
収
、
レ
ア
メ
タ
ル
の

回
収
・
再
生
と
い
う
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
は
、
あ
ら
た

め
て
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
安
定
確
保
に
向
け
た
資
源

循
環
シ
ス
テ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
テ
ー
マ
を
絞

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
機
能
磁
石
に
使
わ
れ
る

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
と
二
次
電
池
に
使
わ
れ
る
リ
チ

ウ
ム
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

２０１０２００９２００８２００７２００６２００５２００４２００３２０００１９９０

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

図２ 製錬・セメント資源化システム

（年度）

図１ 産業界全体の産業廃棄物最終処分量

６２４
（▲８９．４％）

９０年度（基準年）
実績の８９．４％減

※１９９０年度（基準年）の産業廃棄物最終処分量実績に対する減少率（％）を括弧内に記載
※本計画に参画する４１業種中３１業種の最終処分量の合計。なお、経団連のフォローアップ調査による産業廃棄物最終処分量は、わが国全
体の産業廃棄物最終処分量（環境省調べ）の約４割（２００８年度実績）を占めている

産廃物
副産物

提供：三菱マテリアル

６１２
（▲８９．６％）

６６１
（▲８８．８％）

セメント

８９０
（▲８４．９％）

・E-Waste ･シュレッダーダスト
・焼却灰 ･震災ガレキ 等

第２次目標
（９０年度比８６％減）

（注２）ポルトランドセメント：土木・建築工事などあらゆる用途のコンクリートに使用
されている汎用性の高いセメント。固まったものの色や硬さが英国のポルトランド岬か
ら産出される建築材ポルトランドストーンに似ていることから、こう呼ばれている

８８６
（▲８５．０％）

銅スラグ

石こう

クリンカダスト

９０３
（▲８４．７％）

９４２
（▲８４．０％）

第１次目標
（９０年度比７５％減）

非鉄製錬

１，０１３
（▲８２．８％）

１，８２８
（▲６９．０％）

５，９０２
（１００％）

産廃物
副産物

（万t）

（注３）産業競争力懇談会（COCN）については、http://www.cocn.jp/を参照
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Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
３
Ｒ
に
関
す
る
取
り
組
み

も
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
と
金
属

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
焼
却
処
理
後
の
灰
の

安
定
処
分
な
ど
を
中
心
に
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
秋
田
県
で
は
、
銅
製

錬
と
亜
鉛
製
錬
を
中
心
と
す
る
非
鉄
製
錬
の
リ
サ

イ
ク
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型
の
炉
を
設
置
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
原
料
の
比
率
を
非
常
に
高
め
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、

コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
白
金
と

い
っ
た
レ
ア
メ
タ
ル
も
含
み
、
二
二
種
の
元
素
を

回
収
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
と
千
葉
県
で
は
、
大
規
模
な
産
業
廃
棄

物
の
焼
却
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
焼
却
に
伴

っ
て
、
相
当
な
熱
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
そ
の
排

熱
を
発
電
に
利
用
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
は
、「
環
境
問
題
に
国
境
は
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
、
中

国
を
中
心
に
、
海
外
で
は
一
〇
事
業
所
余
り
で
、

産
業
廃
棄
物
の
処
理
、
土
壌
浄
化
、
あ
る
い
は
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
社
の
仕
事

が
日
本
だ
け
で
な
く
て
、
ア
ジ
ア
全
体
の
環
境
改

善
に
貢
献
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、
産
業
界
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
の
で
、
田
中
先
生
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中

今
日
の
議
題
の
循
環
型
社
会
と
は
、
わ
か

り
や
す
く
い
え
ば
、環
境
を
大
切
に
す
る
、資
源
を

大
切
に
す
る
社
会
と
い
う
こ
と
で
す
。
動
脈
産
業
（
注
４
）

に
お
い
て
副
産
物
と
し
て
余
っ
た
も
の
、
あ
る
い

は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
商
品
を
ど
う
す
る
か
が

課
題
で
す
。
長
期
的
な
目
標
か
ら
い
え
ば
、
資
源

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
環
境
負
荷
を
で
き
る
限
り

少
な
く
す
る
と
い
う
廃
棄
物
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

必
要
で
す
。
戦
略
的
に
は
３
Ｒ
を
で
き
る
だ
け
推

進
し
、
ど
う
し
て
も
処
理
、
処
分
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
廃
棄
物
は
適
正
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
３
Ｒ
の
促
進
と
廃
棄
物
の
適

正
処
理
は
車
の
両
輪
と
な
り
ま
す
。

循
環
型
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
法
が
二
〇
〇
一
年
に
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
優
先
順
位
が
、
ま
ず
廃
棄

物
を
出
さ
な
い
こ
と
、
リ
デ
ュ
ー

ス
で
す
。次
が
、豊
か
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
必
要
な
商
品
を
、
不

要
に
な
っ
て
も
再
使
用
す
る
と
い

う
リ
ユ
ー
ス
で
す
。
三
つ
目
が
リ

サ
イ
ク
ル
で
す
け
れ
ど
も
、
往
々

に
し
て
物
質
回
収
型
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
使
う
と
い
う
リ
サ
イ

ク
ル
も
あ
り
ま
す〔
図
３
参
照
〕。

経
団
連
の
３
Ｒ
に
関
す
る
自
主

的
な
取
り
組
み
は
、
効
果
も
上
が

っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
、
動
脈
の

人
た
ち
が
本
気
で
商
品
が
廃
棄
物

に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
た

設
計
、
素
材
の
選
定
、
あ
る
い
は
、

そ
も
そ
も
廃
棄
物
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
な
っ
た
と
し
て
も
リ
サ
イ

ク
ル
し
や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
処

分
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
う
い
っ
たD

esign
for
envi-

ronm
ent

（
環
境
配
慮
設
計
）が
も

っ
と
正
し
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
、
商
品

価
値
を
高
め
、
国
際
競
争
力
向
上
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
が
以
前
に
比
べ
て
相
当
に
薄
く
な
っ

て
い
る
の
は
、
生
産
者
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
す

ね
。
田
中
先
生
に
も
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
経
団

連
の
３
Ｒ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
れ
ば
、

現
在
、「
二
〇
一
五
年
度
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
量
を
二
〇
〇
〇
年
度
比
六
五
％
程
度

減
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
（
注
５
）
。
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
量
は
景
気
動
向
の
影
響
も
大
き
く

受
け
、
今
後
の
見
通
し
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
業
種
の
こ
れ
ま
で
の
目
標
の

達
成
状
況
や
今
後
の
生
産
動
向
の
見
通
し
な
ど
も

十
分
踏
ま
え
て
、
政
府
目
標（
二
〇
〇
〇
年
度
比

六
〇
％
減
）よ
り
も
高
い
水
準
を
主
体
的
に
設
定

し
ま
し
た
。

●
資
源
循
環
・
廃
棄
物
の
有
効
利
用

促
進
に
向
け
た
政
策
要
望
・
政
府

へ
の
期
待

𠮷
川

そ
れ
で
は
、
続
き
ま
し
て
、
資
源
循
環
・

�すず地金

提供：DOWAホールディングス

�小坂製錬のリサイクル対応炉

（注４）動脈産業：産業を人の血液の循環に例え、製品の製造等を行う産業。対して、
廃棄された製品等を適正にリサイクルや処分等を行う産業を静脈産業と呼ぶ

（注５）http://www.keidanren.or.jp/policy/2010/115.html参照

図３ 循環型社会と廃棄物マネジメント（イメージ）

環境負荷
物質

提供：田中 勝
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廃
棄
物
の
有
効
利
用
促
進
に
向
け
た
政
策
要
望
・

政
府
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
井
手
副
議
長
に
お
願
い
し
ま
す
。
二
〇

一
一
年
五
月
に
経
団
連
で
ま
と
め
た
「
資
源
の
安

定
確
保
に
関
す
る
提
言
」、
あ
る
い
は
、
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
の
取
り
組
み
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

井
手

昨
年
五
月
に
経
団
連
が
出
し
ま
し
た
、

「
資
源
の
安
定
確
保
に
関
す
る
提
言
」

（
注
６
）

の
ポ
イ
ン

ト
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
ず
、
国
内
に
お
け
る
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
の

広
域
的
な
回
収
の
推
進
、
国
内
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

の
着
実
な
推
進
、
有
用
金
属
を
含
む
廃
棄
物
の
適

正
保
管
の
推
進
、
等
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先

ほ
ど
𠮷
川
部
会
長
か
ら
ご
紹
介
の
あ
り
ま
し
た
、

新
興
国
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
、

経
団
連
で
は
、
わ
が
国
の
先
進
的
な
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
や
回
収
技
術
を
活
か
し
て
、
新
興
国
に
お
け

る
家
電
や
自
動
車
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
も
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
国
内
で
は
再
生
利
用
先
の
な
い
循
環

資
源
を
、
新
興
国
に
お
い
て
有
効
利
用
し
て
い
く

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
の
で
、
わ
が
国
企
業
の
新
興

国
等
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま

す
。こ

の
経
団
連
提
言
で
述
べ
て
い
る
要
望
に
加
え
、

セ
メ
ン
ト
業
界
、
非
鉄
製
錬
業
界
と
し
て
、
い
く

つ
か
要
望
を
補
足
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
廃
棄
物
処
理
法
の
特
例
制
度
で
あ
る

再
生
利
用
認
定
制
度
（
注
７
）
に
お
い
て
、
現
在
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
熱
回
収
プ
ロ
セ
ス
を
制
度
の
対
象
に

追
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
セ
メ
ン
ト
事
業

で
は
原
料
と
し
て
の
再
利
用
だ
け
で
は
な
く
燃
料

と
し
て
も
利
用
し
て
お
り
、
石
炭
等
の
資
源
の
使

用
量
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
焼
却
を

行
う
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
と
比
較
す
る
と
、
セ

メ
ン
ト
キ
ル
ン
は
、
熱
回
収
効
率
が
約
八
〇
％
と

非
常
に
高
く
、
残
さ
を
ほ
と
ん
ど
発
生
さ
せ
な
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
鉄
製
錬
業
界
と
し
て
は
、
廃
棄
物
保

管
期
限
の
緩
和
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
廃
棄

物
か
ら
希
少
な
金
属
な
ど
を
効
率
的
に
回
収
す
る

こ
と
を
考
え
た
場
合
、
流
通
量
が
少
な
い
廃
棄
物

を
そ
の
処
理
に
適
切
な
水
準
ま
で
蓄
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
法

規
制
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
分
等
に
関
し
て
、

原
則
と
し
て
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力
の
一
四
日

分
と
い
う
保
管
数
量
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
法
規
制
の
た
め
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
断
念
し
て
、

結
果
的
に
埋
め
立
て
処
分
に
回
す
こ
と
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
技
術
レ
ベ
ル
で

は
抽
出
困
難
な
レ
ア
ア
ー
ス
等
の
金
属
元
素
に
つ

い
て
も
、
将
来
的
に
は
効
率
的
な
回
収
方
法
が
開

発
さ
れ
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
ま
す
の
で
、
有

用
金
属
を
含
有
す
る
廃
棄
物
を
国
が
主
体
と
な
っ

て
中
長
期
に
わ
た
っ
て
保
管
す
る
仕
組
み
が
あ
っ

て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
二
〇

年
間
で
、
廃
棄
物
は
た
だ
埋
め
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
あ

る
い
は
減
量
化
す
る
と
い
う
流
れ
が
ど
ん
ど
ん
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
理
矢
理
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
環
境
に
と
っ
て
必
ず
し
も
い
い
こ
と

で
は
な
い
。
国
の
方
針
と
し
て
は
、
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
、
次
に
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
そ

し
て
最
終
的
に
は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
奨

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
柔
軟
に
考
え
方
を
見
直

す
こ
と
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
す
。

さ
て
、
先
ほ
ど
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
の
提
言
の
経
緯
、

概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実
行
に
移

さ
れ
る
と
き
の
課
題
に
つ
い
て
、
住
川
実
行
委
員

長
に
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
川

レ
ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
必
須
の
材
料

が
地
球
上
に
偏
在
し
て
い
る
と
か
、
高
価
に
な
っ

て
な
か
な
か
使
い
に
く
く
な
る
と
か
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
、
産
業
競
争
力
を
維
持
す
る
う
え
で
は

リ
サ
イ
ク
ル
活
用
が
必
須
で
あ
る
と
私
ど
も
は
考

え
て
い
ま
す
。
工
業
製
品
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い

る
レ
ア
メ
タ
ル
を
う
ま
く
再
資
源
化
し
、
自
分
た

ち
の
競
争
力
を
守
る
と
い
う
積
極
的
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
提
言
の
な
か
で
は
、
積
極
的
な
レ
ア
メ

タ
ル
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
仮
称
で
す
が
、

「
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
準
備
組
合
」
を
つ
く
り
た

い
と
主
張
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
も

個
々
に
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

も
っ
と
広
く
、
日
本
全
体
の
技
術
と
し
て
高
め
て

い
く
べ
き
分
野
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
組

合
組
織
に
し
て
、
地
方
自
治
体
や
国
か
ら
の
資
金

的
な
支
援
、
あ
る
い
は
、
利
用
者
や
産
業
界
か
ら

の
処
理
費
用
の
分
担
方
法
を
含
め
て
検
討
し
、
技

術
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

再
資
源
化
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
例
と
し
て
は
、
最

循
環
型
社
会
づ
く
り
に
必
要
な
３
Ｒ
の
促
進
と
廃
棄
物
の
適
正
処
理
は
車
の
両
輪
で
あ
る
。
廃
棄
物
の

物
質
回
収
型
リ
サ
イ
ク
ル
が
強
調
さ
れ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
も
あ
る
。

何
が
社
会
に
と
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
、
公
平
に
評
価
を
し
て
選
択
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
処
理
に
困

ら
な
い
よ
う
に
、
製
品
の
設
計
、
素
材
の
選
定
に
も
努
力
し
、
商
品
価
値
を
高
め
、
国
際
競
争
力
向
上

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
循
環
型
社
会
の
深
化
に
向
け
た
産
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
は
、
安
全
か
つ
資

源
の
保
全
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
得
力
の
あ
る
か
た
ち
で
提
案
す
れ
ば
、
実
現
す
る
と
思
う
。

（
田
中

勝
氏
）

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
非
鉄
製
錬
所
と
セ
メ
ン
ト
工
場
の
協
業
に
よ
り
、
多
く
の
素
材
や
材
料
を
国
内

外
の
社
会
に
供
給
す
る
と
同
時
に
、
廃
棄
物
や
使
用
済
み
製
品
を
回
収
し
、
素
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
再
利
用
し
て
い
る
。
資
源
の
安
定
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
一
般
廃
棄
物
の
広
域
的
な
回
収
の
推

進
、
有
用
金
属
を
含
む
廃
棄
物
の
適
正
保
管
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
元
素
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
自
治
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
小
型
家
電
の
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
実
用
化
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
お
り
、
現
在
は
経
済
的
に
困
難
な
レ
ア
メ
タ
ル
の
回

収
も
、
日
本
人
の
叡
智
で
解
決
で
き
る
時
が
来
る
と
思
う
。

（
井
手
明
彦
氏
）

（注６）http://www.keidanren.or.jp/policy/2011/048.html参照
（注７）再生利用認定制度：生活環境の保全上支障がない等の一定の要件に該当する再生利用に限って
環境大臣が認定する制度で、認定を受けたものについては処理業および施設設置の許可が不要となる 142012・92012・9
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近
問
題
に
な
っ
て
い
る
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
が
あ
り

ま
す
。
高
温
で
も
磁
力
を
キ
ー
プ
す
る
磁
石
に
使

わ
れ
る
材
料
で
す
。
こ
の
高
性
能
磁
石
に
使
わ
れ

る
材
料
は
極
端
に
偏
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
で
着
目
さ

れ
て
い
る
二
次
電
池
の
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、

資
源
は
割
と
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的

に
使
用
量
が
急
激
に
増
え
、
価
格
が
急
激
に
高
騰

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
で
は
、
こ

の
二
種
類
の
レ
ア
メ
タ
ル
に
着
目
し
て
、
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
論
が
、
組
合
組
織
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な

知
恵
を
入
れ
て
、
技
術
を
日
本
と
し
て
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
同
時
に
、
つ
く
る
側
と
し
て
、
分
解

し
や
す
く
再
利
用
し
や
す
い
設
計
に
す
る
工
夫
も

必
要
で
す
。
効
果
的
に
回
収
す
る
た
め
に
は
、
含

有
す
る
元
素
が
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ

ば
さ
ら
に
よ
い
わ
け
で
す
が
、
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ウ

ハ
ウ
等
も
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
オ
ー
プ
ン
に
し

に
く
い
情
報
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
資
源
の
制
約

を
日
本
の
強
み
に
転
換
で
き
る
よ
う
な
技
術
開
発

が
で
き
れ
ば
望
ま
し
く
、
将
来
の
産
業
競
争
力
強

化
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
必
須
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

𠮷
川

そ
れ
で
は
、
田
中
先
生
に
お
伺
い
し
ま
す
。

今
後
は
、
動
脈
産
業
と
静
脈
産
業
の
好
循
環
に
よ

る
効
率
的
な
資
源
活
用
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田
中

廃
棄
物
処
理
は
、
必
ず
し
も
資
源
の
保
全

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
義
的
に

は
安
全
な
社
会
の
た
め
、
す
な
わ
ち
公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
保
全
、
こ
れ
が
基
本
的
な
目

的
で
す
。
そ
れ
を
見
失
っ
て
、
資
源
の
保
全
の
た

め
と
勘
違
い
さ
れ
、
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
無
用
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
例
も
散
見

さ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
よ
り
効
率
的
、
か
つ
、
経
済
的
に
も
有
利
、

資
源
の
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
、
そ
し
て
環

境
負
荷
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
熱

回
収
な
ど
も
平
等
に
扱
う
べ
き
で
す
。

何
が
社
会
に
と
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
、
公
平

に
評
価
を
し
て
選
択
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
に
持
っ
て
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
手
柄

に
す
る
こ
と
に
は
、
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
が
で
き
る
金
属
類
、
焼
却
処
理
が
で
き
る

可
燃
物
は
埋
め
立
て
を
回
避
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

し
か
し
土
地
の
造
成
に
使
え
る
、
あ
る
い
は
、
腐

ら
な
い
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
汚
染
水
を
出
さ
な

い
安
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
ま
で
、
埋
め
立
て
を

避
け
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
使
う
べ

き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

𠮷
川

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
ね
。
経
団
連
で
も
、

か
ね
て
よ
り
規
制
改
革
な
ど
を
政
府
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
循
環
型
社
会
の
着
実
な
進
展
に
向
け
て

は
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
確
保
す
る
こ
と
で
環

境
へ
の
悪
影
響
を
回
避
し
、
悪
用
防
止
措
置
を
講

じ
な
が
ら
、
民
間
が
取
り
組
み
や
す
い
条
件
を
整

備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
今
年
度
は
、
循
環

型
社
会
推
進
基
本
計
画
の
見
直
し
の
議
論
も
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
機
会
も
活
用
し
、

産
業
界
の
考
え
を
主
張
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
レ
ア
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の

強
化（
資
源
確
保
）

𠮷
川

そ
れ
で
は
、
最
後
に
、
資
源
確
保
と
い
う

観
点
も
含
め
、
レ
ア
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ア
メ
タ
ル
の
供
給
が
滞
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ

Ｔ
関
連
の
高
性
能
部
材
の
生
産
に
支
障
を
き
た
す

の
は
明
ら
か
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て

日
本
の
製
造
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
産
業
競
争
力
の

向
上
に
と
っ
て
重
要
な
レ
ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、

資
源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
、省
資
源（
使

用
量
低
減
）や
代
替
材
料
技
術
に
加
え
て
、
金
属

回
収（
リ
サ
イ
ク
ル
）技
術
を
開
発
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
住
川
実
行

委
員
長
か
ら
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題

も
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

住
川

レ
ア
メ
タ
ル
は
日
本
の
産
業
競
争
力
の
ベ

ー
ス
を
支
え
る
必
須
材
料
で
、
こ
れ
を
積
極
的
に

循
環
活
用
す
る
技
術
的
な
基
盤
を
構
築
し
て
い
く

べ
き
で
す
。
特
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
ベ
ー

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
共
通
基
盤
と
し
て
、
国
家

の
支
援
も
受
け
な
が
ら
技
術
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
純
度
の
高
い
材
料
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
技
術
が
、
低
コ
ス
ト
で
実
現
で
き

れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
が
、

純
度
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
利
用
先
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
す
。
例

え
ば
、
リ
チ
ウ
ム
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
純
度
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。
二

経
団
連
は
、
一
九
九
七
年
に
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て
以
来
、

３
Ｒ
の
取
り
組
み
を
主
体
的
に
進
め
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
今
後
は
、
環
境
へ
の
悪
影
響
を

回
避
す
る
な
ど
の
措
置
も
講
じ
な
が
ら
、
民
間
が
３
Ｒ
に
取
り
組
み
や
す
い
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
回
収
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
規
制

緩
和
も
検
討
し
な
い
と
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
は
進
ま
な
い
。
環
境
問
題
に
国
境
は
な
く
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
ア
ジ
ア
で
循
環
型
社
会
形
成
を
進
め
る
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
𠮷
川
廣
和
氏
）

産
業
競
争
力
懇
談
会（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）は
、
技
術
的
な
面
か
ら
日
本
の
産
業
競
争
力
の
強
化
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
を
し
、
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
３
Ｒ
も
テ
ー
マ
の
一
つ
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
、
プ
リ
ン
ト
基
板
か
ら
の
貴
金
属
の
回
収
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
・
再
生
を
検
討
し
て
き
た
。

レ
ア
メ
タ
ル
の
確
保
は
産
業
競
争
力
を
維
持
す
る
う
え
で
は
必
須
で
、
循
環
活
用
し
、
競
争
力
を
守
る

と
い
う
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
幅
広
く
各
分
野
の
知
恵
を
活
用
し
、

技
術
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
再
生
し
た
純
度
に
よ
る
利
用
方
法
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
や
す
い
も
の
づ
く
り
、
省
資
源
化
も
研
究
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

（
住
川
雅
晴
氏
）
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次
電
池
の
陽
極
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は

最
も
純
度
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
再
処
理
さ
れ
純

度
が
落
ち
て
も
、
別
の
用
途
に
も
使
う
な
ど
、
幅

広
く
レ
ア
メ
タ
ル
の
利
用
先
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

ど
の
く
ら
い
の
純
度
で
あ
れ
ば
期
待
す
る
性
能
が

出
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
基
礎
的
な
研
究
も
検
討

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
提
言
の
な
か
に
も
含
め
て
い
ま
す
が
、

産
業
界
と
し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
も
の

の
設
計
、
製
造
方
法
と
同
時
に
、
レ
ア
メ
タ
ル
の

省
資
源
化
と
い
う
試
み
が
必
要
で
す
。
特
に
大

学
・
研
究
機
関
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
技
術
基
盤
の
開
発
促
進
と
、
磁
石
や
電
池

の
特
性
に
与
え
る
不
純
物
元
素
の
影
響
が
ど
れ
く

ら
い
か
と
い
う
こ
と
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
代
替
材
料
の
開
発
で
あ

る
と
か
、
省
資
源
、
つ
ま
り
使
用
量
を
ど
の
く
ら

い
減
ら
し
て
も
特
性
が
維
持
で
き
る
か
と
い
う
研

究
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
レ
ア
メ
タ

ル
等
の
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
を
非
鉄
製
錬
業
は
大
変

幅
広
く
手
が
け
て
い
ま
す
。
井
出
副
議
長
か
ら
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
手

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
に
つ

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
元
素
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
埋
蔵
量

で
世
界
の
六
〇
％
以
上
、
生
産
量
で
は
八
〇
％
以

上
、
中
国
に
依
存
し
て
い
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
で
す
。

こ
れ
は
、
使
用
済
み
の
超
硬
工
具
と
か
、
製
造
工

程
で
発
生
す
る
不
良
品
を
回
収
し
て
、
再
び
超
硬

工
具
の
原
料
で
あ
る
炭
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン
粉
末
に

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
液
晶
や
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
パ
ネ
ル
の
透

明
電
極
に
使
用
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（Indium

T
in

O
xide

）の
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
イ
ン
ジ
ウ
ム
と
す

ず
の
回
収
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
様
に
、

電
子
材
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
回
収
し
て
、
白
金
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
家
電
製
品
に
利
用
さ
れ
る

希
土
類
磁
石
を
回
収
す
る
技
術
の
実
用
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
合
金
や
磁
石
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
再
製
品
化
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
市
な
ど
の
自
治
体
と

も
協
力
し
な
が
ら
、
小
型
家
電
の
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
実
用
化
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
お
り

ま
す
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
レ
ア
メ
タ

ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
廃
棄
物
処
理
法
の
規
制

で
は
、
な
か
な
か
効
率
的
な
収
集
が
難
し
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
費
用
が
ペ
イ
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、

広
域
的
な
、
あ
る
い
は
効
率
的
な
回
収
を
可
能
に

す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

規
制
緩
和
も
検
討
し
な
い
と
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
は
進
み
ま
せ
ん
、
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

わ
る
当
事
者
は
、
消
費
者
、
自
治
体
、
製
造
業
者

で
あ
り
、
中
間
処
理
業
者
、
あ
る
い
は
製
錬
業
者

な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
さ
ら
に
詰
め
て
い
か
な
い
と
リ
サ

イ
ク
ル
は
進
み
ま
せ
ん
。
粘
り
強
く
、
息
長
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
教
育
し
て
い
く
こ

と
も
非
常
に
重
要
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
が
、

社
会
の
風
潮
、
文
化
に
な
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
以
上
、
産
業
界
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
田
中
先
生
、
い
か
が
で
し

ょ
う
。

田
中

い
ろ
い
ろ
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
産
業

界
の
取
り
組
み
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
国
に
対

す
る
要
望
、
検
討
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
廃

棄
物
の
分
野
で
は
、
よ
り
安
全
で
適
正
な
処
理
が

一
義
的
に
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
た
め
に
規

制
緩
和
を
す
る
こ
と
が
、
不
適
切
な
処
理
や
不
法

投
棄
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
、
常
々
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
し
か
も
資
源
の
保
全
に
つ

な
が
る
ア
イ
デ
ア
を
、
説
得
力
の
あ
る
か
た
ち
で

提
案
が
で
き
れ
ば
、
要
望
は
実
現
す
る
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
動
脈
と
静
脈
を
含
め
て
全
体
と
し

て
最
適
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
で
す
。

供
給
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
長
け
て
い
る
の
で
、

動
脈
と
静
脈
が
一
体
に
な
っ
た
回
収
シ
ス
テ
ム
構

築
が
次
の
課
題
で
し
ょ
う
。「
今
日
送
れ
ば
明
日

の
何
時
に
届
く
」
と
い
う
動
脈
の
物
流
シ
ス
テ
ム

を
静
脈
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
レ
ア

メ
タ
ル
の
回
収
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
、
ペ
イ
す
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
収
の
と

こ
ろ
は
、
確
か
に
流
通
に
対
す
る
国
の
規
制
を
少

し
緩
和
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

田
中

ご
み
発
電
も
、
広
域
処
理
を
し
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
上
が
れ
ば
、
売
電
の
比
率
が
上
が

り
ま
す
。
地
区
内
処
理
の
原
則
に
よ
る
小
さ
な
ご

み
発
電
施
設
で
は
、
売
電
す
る
量
が
ご
く
わ
ず
か

で
す
。

住
川

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
レ
ア
メ
タ
ル
の
循
環

は
、
今
は
回
収
コ
ス
ト
が
高
く
て
ペ
イ
し
ま
せ
ん

が
、
現
状
の
経
済
バ
ラ
ン
ス
で
は
な
く
て
、
五
年

後
、
一
〇
年
後
ど
う
い
う
か
た
ち
に
な
る
か
と
い

う
こ
と
を
見
越
し
た
技
術
開
発
と
い
う
の
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

現
実
的
な
問
題
で
は
、
例
え
ば
磁
石
回
収
の
た
め

に
、ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
の
装
置
に
強
制
震

動
を
与
え
分
解
す
る
技
術
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
支
援
で

進
め
て
お
り
、
実
現
可
能
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

設
計
の
段
階
で
の
配
慮
も
合
わ
せ
る
と
、
さ
ら
に

回
収
率
も
上
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

井
手

レ
ア
ア
ー
ス
の
重
要
性
は
、
田
中
先
生
、

住
川
実
行
委
員
長
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

一
方
で
は
、
日
本
人
の
叡
智
を
も
っ
と
信
じ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。
私
見
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ

レ
ア
メ
タ
ル
の
問
題
も
、
あ
る
程
度
の
時
間
は
必

要
で
し
ょ
う
が
、
解
決
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
、
す
ず
製
錬

の
二
次
ス
ラ
グ
か
ら
抽
出
す
る
技
術
は
あ
る
程
度

確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ウ
ラ
ン
や
ト
リ
ウ

ム
等
の
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
く
る
の
で
、
経

済
的
に
抽
出
す
る
と
い
う
の
が
難
し
い
状
況
で
す
。

今
、
国
は
、
補
助
金
を
付
け
て
研
究
を
し
て
い
ま

す
し
、
実
際
に
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
ま
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
解
決
で
き
る
時
が
来
る
だ
ろ
う
と
、
お
二

人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

𠮷
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し

て
、
産
業
界
に
対
す
る
理
解
が
随
分
深
ま
っ
て
い

て
、
産
業
界＝

悪
者
と
い
う
雰
囲
気
が
払
拭
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
や
は
り
経
団
連
を
は
じ

め
と
す
る
産
業
界
が
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
が
浸
透
し
て
き
て
、
こ
れ
を
正
し
く
評

価
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

産
業
界
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
と
い
う
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま

し
た
。

（
二
〇
一
二
年
七
月
十
一
日

経
団
連
会
館
に
て
）
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